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海のむこうのBestfriend
　　～東北日本カナダ協会設立～
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カナタ大使ジェームズ・H・テイラー氏

　夷一化とカナダは互いに似通った［課題に

直面しζおり、共通の課題はお互いの協

力を可能にします。、まず第1に、環境資

源の保全、利用とそれによる生活の質の

改善向上に1一発ける分野でお互いに協力し

ていけます。窮2に、柔北もカナダも、

農業・漁業など〔の資源）に依存しζい

るので．資源利用の面でも協力していけ

ます「〕第3に．ハイレベルの生活づくつ

に関する向で協力していけます、〕カナダ

は、リソード開発や住宅建i黄などの面で

更北にとって有用な存在でず。範4には．

1夏北とカナタの双んが「一美1心を持っている

人的資源の開発や若い世代の鞍高に関す

る向で協力していけます。一，

　最後に「パシフィック200臼」プログラ

ムについてです。これはカナダ人による

　最近の日本は、例を見ない国富の増大

を経験し、世界最大の債権国となってい

ます。消費需要の伸びと経済の自由化に

伴い、消費は多様化かつ高級化しました。

これらの諮変化は、国内市場の自由化と

規制緩和、外国人労働者問題、海外投資

の増害負など日本に「国際化」を求める圧

力として作用しています。政治の分野で

も経済力に見合った政治的リーダーシッ

プをとるように要請されています。

　日本では国際化という言葉は、圧力、

特に「外圧」の同義語になってしまった

ように見受けられます。しかしながら、

相互に依存しあい、かっ今なお発展途上

にある「世界村」（マーシャル・マクルー

八ン、カナダの学者）にあっては、国際

化を外部から押しつけられた課題と考え

てはなりません。国際化は全員か分かち

合う課題です。

　また、日本における国際化は「地万」

という側面をもっています。日本の国内

経済の変化には全て地万経済の成長が対

応しています。すなわち、産業基盤の多

様化、国際的投資活動の原動力となった

中堅企業のグローバリゼーションの動き

等地万経済の成長が貢献しています。
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アジア各国語、特に日本語の学習を促進

したつ、日本のカナダ理解の増進のため

の教育機関等への支援、研究開発におけ

る協力や研究者間の交流等を促進しよう

とするものです。これによつ、カナダ政

府は地方を市場として着目いたしました。

そして私たちは5っの地域（仙台、札幌、

名古屋、広島、福岡）に的を絞って、人

的交流、情報の交換を促進しようとして

います。特に急速な発展を続ける東北地

域は、カナタの産業のパートナーとして

大きな可能性を秘めています。カナダと

日本の協力関係の幅と深みを加える上で、

東北日本カナダ協会が大きく寄与をされ

ることと信じています。

（樺叢誌至らハッチン脳テ）

友好のシンボルを訪ねて

女川湾を見下ろす2つの碑
グレイ大尉碑・日本人戦死者慰霊碑

グレイ大尉碑を訪れるカナダ大使と女川町長こ夫妻

　リアス式海岸に鋭く切り込んだ宮城県の女

川i湾。　こひ）1湾を　・習｛で’きる’』・lf’1い巨iに山、lh！1公

園があり、ここに2つの慰一，∴建碑があります。

これは第21欠目＝界大］1伐力線糾i伐となるわずか数

ll前の昭和2（1｛lis月911と1〔川の両IIに行わ

れた女川空襲において、犠牲になった日本海

軍軍人とカナダ人パイロットσ）碑です。

　’11時、女川は横須r｛と北海道を結ぶi陸航

路0）一1」継ノ、（となっていて、海軍1坊備隊が配n晴

されていましたが、その時の攻撃で’艦隊はほ

と〆しどマ尤i空し、2ドr婁気・卜省力ご1』』くなりました。

　ヲ∫、カナダ海軍0）犠牲者は8機編隊の隊長

であったロバート・H・グレイ大尉口917－

1945）。汀ザF方艦「ノ《ド甲’li」を二文撃しましノ」ニカf、機

銃を受け、女川湾に沈んだとされ、第2次1”』

器大1哉における最後レ）カナタ“天牛義井生名’となり

ましたe　l皮はカナダレ）最高勲章であるビクト

リア勲章を遺贈されています。そレ）後、機f奏

の引IiげllhlIllもありましたが、いまだに発見

さ才L一ポ、　一rb吏ノ亡f卜8月1こ欠IIIi育をレと1・’ろ『む巨i

ひ）しに慰一，1曜lii碑が・建てられました一

　ク■レ　イ大慶i碑と［「イく人単ヒタピ者ひ）慰二益吾卑

2｛沿メートルも離れていません。碑には“

O）敵はノNIの友となり、女II　人々は

好意をもって、こψ）記念碑を

まれています。永遠0）平和と1

を1願うように村、たちを見守って
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し・ます。　泊i斎受な姿と5’ケりσ）i些牛勿という恩

恵をうけたインディアンが「神のしろし

めすところ」と考えていたのもうなずけ

ます。美しい湖と森や野生動物0）保、幽）

ため、ロッキーlh脈には多くの匡lf’i・ll／I

定公園があります。中でもバッファロー

保1渡区があるパンフ国｛’1公園といくつも

0）湖1を才包えるジャスバ一一llミ1塑公園はカナ

ダを代表するシーンといえます。

急襲
　　　ヤ刃｛一

　　　パンフバンク

　　　●カ」レガワr

染

『雑器
・“三豊一

時
差
と
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時
間

夢禰諌
　日本ではピンとこない国内の時差。でもさ

すがに世界第2位の面積を誇るカナダ、なん

と東西に6つの標準時間があるのです。人西

洋に浮かぶプリンス・エドワード島で“おは

よう欄0）朝7130を迎えるころ、時間はロッ

キー山脈を越え、太しF洋1－llのバンクーバーは

ランチタイムの12100という具合。ちなみに

そσ）ころ”本は夜8：00、テレビ0）1吟1削とい

うところでしょうか。

　カナダ時・間の不．曽、議をもう　・つ。毎年4月

の最終II曜IIから10月最終II曜［1までは時計

0）針を1時問進める夏時間になります。これ

も短い夏を楽しむ時間の有効利用なのですね。

㊤㊤曾 無の
，し

●会員募集中
　東北I　I本カナタ“協会は、文fヒ、経済等σ）交流を通じて

東北とカナタ“とσ）相一圧」塑解を深め、　ヲ脅0）友好親簿1周係

を促進していこうという趣旨に賛1司し、こ“協力をいただ

ける方々σ）さ加入をお待ちしております、，

　会員。）方には、機関紙　「メイフ“ル東北」笠1をお送りし

たり、各種イベントのご案内をしてまいります。会員の

拡大にどうぞご協力をお願いします。

●ロゴマーク募集
　東北とカナタ“0）友好0）拠ノ，！11、東北H本カナタ“協会に．∫、

さわしい素敵なロゴマークを募集しております。こσ）ロ

ゴマークは機関紙「メイブル東北」、バッチ・ワッペンな

どに利川してまいりますひ応募された方には粗品進呈。

　あなたのセンスをぜひこの機会に発揮してください。

（締　　切〉　5月3旧金ト

〈応募方法＞　A4判またはB5判の白紙にペンでお書きください。

着色する場合は2色まて使用できます、なお、作品の一切の版権

は、東北日本カナダ協会に帰属し、応募作品は返却いたしません

のでこ了承ください．

〈応募先〉東北日本カナダ協会までお送りください。

嘩購覇ll翻
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　Ab（〕ut　a　generati（レn　ago．the　Canadian　scholar　Mを｛rshal］

McLuhall　coined　the　phrase　“the　global、・illage”　to

describe　the　new　workl〔）f　illterdepende］1ce　aエ〕d　change．

lf　he　were　alive　today，　what　he　would　see　would　l）e　a

realizati（一｝110f　this　inlage，all〔hllore．　Certainly　the　pace

〔）f　change　has　increIised　ill　velocity，　alld　it　ls　uften

difficult　f〔）r　th（，se（，f　lls　in　the　pub！ic　p（｝licy　aretla　to　keep

up．　T〔）day，〔m　the　e、・e　ofしhe　closillg　sessi（〕“s　of　the

Uruguay　Round，we　wonder　whether　we　wiII　be　able　t｛｝

meet　the　challellges〔）f　a　freer　global　trading　eτwim11・

111ent．　Callada　alld　Japa11，as　is　the　case　with　other〔；7，

OECD　PECC　and　PBEC　coLmtries　have　llluch　at　stake
hl　the　directi（〕n　of　thls　lnterdepellde11しellvironlllellt：、、『e

are　b（，th　tradillg　llations　who　are　vu111erable　to｛〕H　alld

（〕ther　c（mlnl‘）dity　price　fluctuati｛）ns，alld　t（王the　threats

（，f　protecti（，nisnl　a11d　of　the　creation　of　regl〔〕nal　tradhlg

blocs．　、Ve　share111ally　of　the　cha］1enges　of　c〔〕1）ing　wlth

this　challghlg　world．　、Ve　rec〔）glllze　that　we　can　leanl

lnuch　fr（〕nl　each｛）ther．

ForCanada，the　Free　Trade　Agreelllent　with　the　US」一、

can　be　seell　as　a　step　hl　the　right　direction　t〔〕ward

adapting　t〔）　challge，　with　しhe　objective　of　secしlri］1g

accesstotheUSlllarketandpullillgd⇔wllthebarriersしo
trade、vhich　are　an（，bstacle　to　the　devel（｝pmellt　of　com・

petltive　industries．　Callada　has　to　work　hard　to　ev〔〕］ve

from　beillg　an　order　taker　for　her　raw　materials　t（｝

behlg　a　successful　marketer　f（，r　a　rallge（、f　vallle　added

industries．　　Our　trade　with　Japan　shows　that　these
efforts　are　bearillg　frllit．　Canada　is　develophlg　into　a

Pacific　Rim　nati‘）n　and　ha8　illcreasingly　focused　〔〕11

Japan　as　the　most　imp｛）rtallt〔｝f　our　Pacif｛c　R｛m　Ileigh■

bours．　、Ve　rec〔）gnize　that　、、・e　still　have　a　、、・ays　t疋）g（〕

toward　achieving　the　potential　of　these1〕acific　relation・

ships．

　For　Japall、the　challellge　has　arisen　out　of　her　illcreas・

hlg　pr（〕sperity．　Since　the　Plaza　Accor〔11111985，Japan

has　seen　unprecedellted　growth　in　nati疋）nal　wealth
－Japan　is　ll（｝w　the　、～’orld軸s　Iargest　creditor　nati｛〕11．

Japan　has　trallsf〔）rnled　herself　froln　all　exportled　t｛，a

denland｛ed　ec（monly．　II〔｝useh（〕1d　c（｝llsし1111pti（m　r〔｝se　by

almost30％during　the198088peri（〕d．　This　rise　in
d〔）lnestic　c（｝llsunler　denユalld　al（川g　with　the（，penhlg　of

the　ec〔）nonly　have　エneant　that　Japanese　cousし1nlers　are

now　demandillg　variety　and　vallle．　More　and　m｛〕re
Japallese　have　increased　Ieisure　thlle，　alld　nl（レre　are

travellhlg　abroad，　hlcludlllg　to　Canada　where　alnユost

50〔〕、00（レJapallese　are　expected　to　travel　this｝一『ear．

AII　this　has　put　pressure　on　Japan　f（，r　internati〔m三王1iza■

tion　　calls　for　donlestic　nlarket　libera］izati（m　alld　der・

egulati（ンn、increased　access　for　foreigll　go（〕ds，services，

alld　workersl　illcreased　pressure　f（，r　Japallese　hlvest・

nlent　〔including　local　colltent　regulatlons）．　〔）DA：．7apan

is　n〔）、v　the］argest　dollor　Ilatk）ll〔し∫SSg　billkHl　h1　1989〕．

There　is　also　pressure（｝11the　pditical　fRmt：calls　for

Japall　t（〕　assunle　the　political　Ieadershlp　collc〔レnlitant

with　its　ec（）ll‘）mic　strellgth．

Thus、I　am　afraid　that　in　Japan　the　teml　hltemationali・

zati〔）n　has　bec（〕nle　s｝・nollymous　with　the　word　pressure，

especial］y“outside　pressure”．　Yet　in　our　illterdependellt

world、　in　the　gl〔）bal　vi1］age　、vhich　is　still　devel（きphlg．

hltenlI｛tiollalizati〔HI　sh〔〕uld　not　be　seell　as　a　challenge

which　is　inll）osed　oll　us　froln　the　‘）utside，　but　as　a

challellge　we　a11share．　■「he　dralnatic　evellts　of　recent

しinles－the　clld　of　the　Cold、Var　ill　Eur疋）pe，the　agollizhlg

l）mcess・fdem（，cr訊tizati・11and〔level。pment。fafree
market　ec｛momy　in　the　SuvieしUni（m　alld　Eastenl　Eur一

所）e，developments　ill　the　two　Koreas－all　of　these　and

Ill臼re　wiII　have　I｛dlrect　illlpact（｝Il　Qllr　econ（川lies．alld　all

of　thelll　pose　not　onl｝・chaHellges　but疋）ppQrtullities　f〔）r

lnternatiollal　cu〔｝peratioll．

　　、Vithillしhis　context（，f　hltenlati｛）nalizatioll，let　us　lo〔）k

at　the　evolving　relationship］）et、veell　Canada　alld　Japan．

Fr〔，n1　Ii　Canadiall　Perspective　Jap≡主ll　is　evolvillg　fronl

supPlierし・ilwest｛｝r，fr｛〕mneighb（，urt〔〕partner．Tw（ナ

way　trade　is］1（ン、v　approachhlg＄201）illioll　amlua】ly　alld　it

is　we］l　ba］anced　bet、veell　us．　Estimates負）r　the　year

2000are　apl）roxilllately＄401）i］lio11．　Japan　is　Canada軸s

Ia1・gest　export　Illarket　after　the　USA，and　our（〕bjective

is　to　increase　further　the　percentage　of　Illallufa「ctured

and　vaILle　added　pr（レducts．　Japall　is　the　third　largest

investment　sotlrce　for　Calladal　illvestlllellts　haYe　doub］ed

｛n　recent　years　t｛〕壬q）pr〔〕x＄1．51）il］ion　annuall｝『，but　at

2％thisisamillしltepercentageuft（ンtalJapalleseover・
seas　lnvesttnent，　「rhat　Callad｛an　iτlvestnlent　in　Japall

sh（〕uld　also　be　increased　is　a　view　which　is　shared　by

nlany　illfluellti」il　Canadialls：a　recellt　visit　to　Japall　b｝・a

group　of　sellior　Cを主11adiall　bushless　leaders　focused〔）n　the

Ilecessity　alld　（｝pp〔）rtunities　for　hlcreased　Calladiall

illvestnlent　hl　J壬モpan　in〔）rder　t｛）add　aエlew　dinlellsk）11t〔）

（川r　bilateral　ecoll（，111ic　relatiolls．

　　On　the　colnpanき’to　c〔mユpany　level．　changes　ill　the

structure　of　our　bしlshless　relatiollships　are　a　reflecti〔｝ll〔）f

our　changillg　thlles－a　greater　llulllber　ofjohlt　ventures，

strategic　alhallces　alld　techll（，1（｝9y　c（x｝perati（｝11　agree－

mellts　as　a　part　of　the　globalizatioll　of　industry．In　fact，

as　in　the　relatio1ユship1）et、veell　nlally　industrialized　c（〕un・

tries，　it　is　bec〔｝ming　illcreIlsingly　difficult　f〔）r　us　t〔）

prσvide　defllliti｛，ns　for　the　realities　〔）f　〔）ur　c（）111111ercial

relati（ms　ill　ternls　（｝f　Ilati（｝nality．　　If　a　product　is　the

result　of　basic　research　bv　a　Calladian　ulli、・ersitv　　of

〔le、・elop111ellt　by　all、へlllerican　c〔Mnpalユy，of　nlallufactur－

ing　by　the　Canadl罰n　su｝）sidiHry（，f　a　Japallese　conlpany，

the　questk）11　（〕f　［1aし1〔｝llal　orlgl“　is　less　relevant．　　Our

objective　shoul〔］｝）e　し。　ellsure　that　the　fralllework　t（〕

ellcourage　the　expl（レitatioll　of　these　opportullities　is　ill

place．

　hltenlati‘〕naliz≡lti〔m　in　Japall　als‘）has　a　regi｛）11al　dinle11－

sion，　alld　it　is　for　this　reasoll　that　工　alll　here　todav．

Chauges　ill　．平apalfs　d（，111estic　ecoll‘）nly－includillg　the

diversificatioll｛〕f　the　lndusしrial　base，the　diversificatio7ユ

of　Iarge　corporati（〕ns，the　gl〔）balization　of　mediun1－sized

e11しerprises　wh（，are　Ilow　the　driving　force　〔）f　illten］a－

tio“a］　invesnllellし一　　all　these　are　paralleled　b｝r　the

growth｛〕f　regional　ec（，n〔エmies．T（｝h｛〕ku，for　example，

hasbeen　successful　ill　diversifying　itsec｛）11｛）111ytohigher

tech　industries．　It　has　a］so　beell　successfu］at　attracting

large　Japanese　c（）rp疋）rati〔ms’illvestmellt．　At　almost

25〔一垢，　it　has　the　Iargest　reglo11al　share　of　llew　plant

construction．II1．lapall．　（｝reater　〔）PP（〕rtullities　close　to

home　will　Ilo　d｛）ubt　lead　to　a　　growth　ill　the　U　lunl



phenomenon　and　an　enrichment｛）f　Tohoku’s　imp（〕rtallt

resource－peoPle．
　In　adapting　to　our　changing　world　T〔）h（〕ku　alld　Canada

share　sinlilar　qualities　and　cha1］ellges　whlch　would　pro－

vide　the　basis　for　cooperation．The　first　is　the　preserva－

tion　and　improvement　of　envirollmental　res（〕urces　and

hence　quality　｛）f　life．　Envirollmelltal　issues　are　not

donlestic　issues－the　chaI　lenge　of　the　ellvir｛〕11nlellt　can

only　be　met　through　intemati〔）nal　cooperation．Canada

and　Japall　have　alread｝・taken　the　first　steps　toward

cooperation　in　this　very　in1Portant　field．　All　exanlple　is

the　Globe90conference　and　exhibition　oll　business　alld

the　environment　which　was　he］d　in　Vallcouver　earlier
this　year．　Japan　was　olle　of　the　largest　participallts　ill

this　forum，the　first　to　put　business　andαlvironmental

protection　under　one　r〔）（〕f．　G］obe　g2is　t（〕be　held　ill

March　of　that　year，and　we　are　h（，phlg　f（〕r　a　sizeable

Japanese　presellce　then　as　wel］．

　Secondly，we　shou］d　exploit　〔）ur　c〔）mm｛，n　interests　in

the　resources　field．Canada　and　Tohoku　are　b｛〕th　large－

Iy　resource－based　economies；b（〕th〔）f　us　face　the　chal・

lenge　of　increasing　the　、・a］ue－added　of〔）ur　resources．

For　example，in　fisheries，thmugh　aquaculturel　i1ユagri・

culture　and　livestock　industries，thr‘）ugh　improved
breeding　and　biotechnologies．Other　resource　illdustries

we　share：forestry，minlng，and　energy　face　similar
challenges．　There　is　room　f〔）r　cooperati〔）n，both　by

govemments　and　the　private　sect〔）r，ill　a11〔）f　these

fields．

　Thirdly，Tohoku　and　Canada　offer　糾quality　of　life”，

a　concept　which　I　understand　has　found　its　way　into　the

Japanese　language　as　we11．We　wish　t（〕elljoy　the　fruits

of　our　labours　and　to　exploit　our　increased　leisure　time

to　the　fullest．　Tohoku7s　affordab］e］and，affordable

housing，easy　access　to　recreational　faci　l　ities　l　these　are

all　factors　which　are　of　increasing　importance　to　the

Japanese　people．These　are　also　qualities　which　T（〕ho－

ku　should　be　bullding　on．　Canada　has　we1］一kno、』・m

capability　in　resort　and　houslng　developmentl　perhaps

this　can　be　of　some　use　in　Tohoku　as　well．

　Fourth、and　again　in　the　human　dimension，T〔）hoku
and　Canada　are　both　concemed　with　the　developmellt　of

their　human　resources．We　need　t〔）expand　our　mecha・

nisms　of　exchange　and　education　for　the　young　gellera－

tion．Programs　such　as　the　working　holiday　visa　and

the　Japan　English　Teaching　program　have　done　much　to

improve　communications　at　the　grass　roots　level．But

there　is　certainly　r（x）m　for　further　activity、and　with　the

objective　of　promotlng　understanding　and　kno“・ledge　of

each　otheゼs　cultures　and　way　of　thinking．this　area

merits　our　careful　consideration．

　　Finally，I　wou］d］ike　to　speak　c〔）nceming　the　main

reason　for　my　presence　here　today－my　governmenゼs

Pacific2000program．　Essentially，Pacific2（〕00is　a
recognition　of　the　utmost　importance（）f　Japan　for

Canada．
　工mentioned　earlier　that　Canada　regards　itself　as　very

much　a　Pacific　Rim　natlon．But　Canada　cannot　have　a

“Pacific　Rim”strategy　without　a　Japan　strategy．
Pacific2000is　not　the　first　ofthese　strategies：in1986the

Canadian　Govemment　devel（，ped　a　strategy　which　en・

compassed　Japan，known　as　the　National　Trade　Strat・

egy．In　retrospect，the　analysis　which　underpinned　this

document　may　have　been　too　conservative，wlth　too

narr〔）w　a　focus．　It　was　written　against　the　background

of　great　c〔）11cenl　in　Canada　o、一rer』「apan「s　ability　to　adjust

to　the　higher　value　Yell．　、Vho　would　have　believed　in

the　latter　days　of　l986　where　Japall　would　be　today9

、Vho　cou］d　have　predicted　the　extent　to　、、・hich　both

Canada　and　Japan　w（」uld　adjust　t（〕new　rea］ities　in　the

bi］ateral　relati（〕nship～

　Pacific20（10，which　was　an11〔）unced　by　Prime　Minister

き1ul「011ey　last　year，reflectsourrecogniti〔）n，not〔）lllyof

the　imP（｝rtallce　〔）f　the　Japallese　lllarkets，but　of　the

inlp〔）rtance　of　ullderstandhlg　Japan　and　the　Japanese
pe（〕P］e．

One　c（〕nlp（｝llent　of　the　strategy　is　a　language　awareness

fund　t（｝prom〔）te　the　study　of　Asian　languages．especially

Japallese，by　Canadians．
　　All（〕ther　comp〔｝llellt．the　l）acific　Business　Strategy、

supp〔）rts　the　pronloti〔m（〕f　busilless　with　Japan．

The　Pacific20臼O　I〕rojects　Fund　isdesiglled　tostrengthell

Japanese　awarelless　〔）f　Callada　by　supportillg　hlstitu－

ti〔ms　aIld　bringhlg　Japanese　future　deision－nlakers　and

j〔）urnalists　t（｝Canada．The　Japan　Science＆Techno1一

〔）gy　Fulld　pronlotes　R＆1）　linkages　and　researcher

exchallges　ill　order　to　increase　Calladian　accOss　to
Japallese　techllo1（〕9y．

　　Activity　hl　a1］these　areas　is　ong〔）ing，but　has　been

given　a　significant　b｛x）st　b｝・the　Pacific2000program．

　　　AfinalcomponentofPacific2（〕00，“Expanding
Canadゴs　Trade　Representati（〕バ，is　directly　related　to

the　in1P（〕rtallt　evellts　of　today：　despite　the　attention

focused（m　T〔）ky〔以and　its　real　estate　values！），we　have

recognized　for　sonle　“・hile　that　the　s（〕urce　of　nluch　of

this　c（〕ulltry’s　wealth　is　behlg　generated　、、・ell　beyoud

Tokyo．We　opened　our　Consulate　General　in　Osaka　in

January1986．　hl　anll（，uncing　Paclfic2000the　govern－

mellt　gave　substance　to　our　recognition　of　the　impor－

tance〔｝f　Japan軸s　regiolls　as　markets，as　sources　of

investment　and　other　forms　of　business　cooperation．
W’e　wallt　to　increase　the　awarelless　in　Callada　that　Japan

goes　beyolld　T〔）kyo　and　Osaka．

　As　y〔）u　may　know　we　have　targeted　five　cities／regions

for　inαeased　actlvityl　Sendal、Sappor〔），Nagoya，Hiro－

shima　and　Fuku（〕ka．　We　want　to　encourage　the
exchange　of　people　and　ideas．　As　a　rapidly　growing

regional　ec（momy，T｛）hoku　has　good　potentlal　as　a

partner　for　Canadian　industry．　And　ill　a　broader　per－

spective，Tohoku〔）ffers　p〔）tential　for　cooperation　ln　the

many　areas　of　our　common　interest．

　　　The　Canadian　g〔）vemment　wishes　to　utilize　lts
res〔）urces　to　reach　ollt　to　all　c｛）rners　of　Japan，but　our

resources　are］imited．　IIlitiati　ves　to　establish　orgaIliza・

tk〕ns　such　as　the　Tohoku　Callada　Society　are　warmly
welcomed．We　kllow　that　y〔）u　can　assist　us　in　achieving

the　br（〕ader　objectives　of　broadellillg　alld　deepening　the

Canada　Japan　relati〔）llship．

The　Tohoku　Japan－Canada　Society
Tohoku　Electric　Power　Co．、lnc．

Regional　Development　Cooperation　Dept．

7－11chibancho3－chome，Aobaku，
Selldai　g80，Japan

TEL（022）225－2111　FAX（022）227－8390


